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廃止 民営化 市（要改善） 5 3

　対応方針

市（要改善）

　検討内容

　広報紙をスマートフォン等で読むことができるアプリの登録者数を増やすため、引き続き、アプリ利用を
促すチラシを転入者へ配布するとともに、公共施設への掲示、広報やホームページ、ＳＮＳによる啓発を
行っていきます。さらに今後は商業施設等の民間施設でも、アプリ利用を促すポスターの掲示やチラシ
配布を行っていきます。

　広報誌は、新聞折り込みに適している現在のタブロイド版を継続していきます。経費の削減や財源確
保については、ページ数の削減や掲載基準を含めた編集方針を策定し、記事のタイトルや文章などの掲
載内容の見直しを検討していきます。なお、紙面への広告掲載を令和２年度から実施できるよう進めて
いきます。

秘書広報課

市の方針

仕分け結果

広報あびこの発行

　　【市(要改善）】― 多数意見
・経費の削減を考え、中身を変えるのは難しいと思うが是非努力してほしい。
・市民への情報提供の手段としては、紙での配布は廃止できない。ただし経費圧縮の観点からは、フルカラーを2色刷り
にするとか、広告掲載により収入の増加につなげ収支を改善する等を工夫し、財源確保につなげる方向で継続してほし
い。
・単純にＡ４版にした場合、文字や画像が小さくなる。紙面の工夫や文章の冗長性のチェック等研究が必要。紙媒体で
の広告はなじまないと考えるので、慎重に検討してほしい。
・紙媒体にとどまらず、アプリの登録者数の拡大やホームページとの連携、広聴機能にどうつなげていくか等必要なこと
をやりながら、魅力を高めていくべき。紙媒体からの移行時期と考えると、予算削減が難しいのは仕方ないと考える。広
告料収入による財源確保の検討をしてほしい。
・何でも掲載するということを見直し、必要な周知の選定基準を明確化する必要があるのでは。地域、団体の対象組織
の見直しも検討してはどうか。広告募集により経費を削減していくことを検討してほしい。

　　【市(現行どおり）】― 少数意見
・行政からの情報発信、市民への情報提供は必要であり大事な事業である。紙面は良く工夫されているが、さらに充実
させるような方向で努力してほしい。広告収入を得る工夫をしてほしい。
・現状でもかなり工夫している。創意工夫とコスト削減は必要と考える。
・広報誌の発行意義は非常に大きい。非常に工夫されていて、大変読みやすい。経費削減には引き続き取り組んでほし
い。

　

　【傍聴者の意見・発言】
なし

傍聴者の意見等

主な意見（委員）

市（現行どおり）


